
【仮訳】 
＊ あくまでも筆者作成の仮訳であり、 
翻訳の正確性や内容には一切の責任を負いません。 

中央銀行プレスリリース 
2021 年 8 月 16 日 
 

 スリランカ購買担当者景気指数（PMI）- 2021 年 7 月 
7 月 PMI は製造業・サービス業ともに上昇 

 
 2021 年 7月、製造業 PMI は 57.8 となり、前月
から 7.4 ポイント上昇。これは主に、新規受注、生
産、雇用、購買在庫の増加による。 
 PMI の大幅な改善には、特に繊維・アパレル製造業
及び食品・飲料製造業での新規受注、生産、雇用、購
買在庫の大幅な上昇が大きく寄与。これらの回答者
は、経済活動の緩やかな正常化に伴い、特に欧州向け
の輸出注文の増加、コロナワクチン接種の進捗に合わ
せて今後の需要を見込んだ新規採用の再開を強調。 
 

指標 6 月 7 月 +/- 概要 

PMI 50.4 57.8 - 大幅に上昇 

PMI サブ指標 

新規受注 52.1 61.5 - 大幅に上昇 

生産 43.2 54.0 - 下落から上昇 

雇用 45.8 52.0 - 下落から上昇 

購買在庫 45.3 51.0 - 下落から上昇 

サプライヤー納期 68.9 69.0 - 大幅に延期 

 
 一方、2021年 7月のサプライヤー納期は引き続き
長期化したが、新規受注と生産の拡大に伴い、購買在
庫は増加。回答者の多くは、信用状の開設の遅れや国
外からの支払いの決済の遅れが原材料輸入のサプラ
イチェーンに悪影響を与えていると強調。生産スケジュールに支障が生じている。 
 製造業各社はコロナウィルスの急速な蔓延による不確実性が国内製造業活動の妨げにな
ると警戒している。このため今後 3か月間の製造業活動への全体的な見通しは中間の基準
値を維持したが、前月比では大幅に悪化。 
 

世界概況：製造業 PMI 
 2021 年 7 月のグローバルでの
製造業 PMI は、前月比 0.1 ポイン
ト低下の55.4 を記録。 
 製造業 PMI は、米国とインドの
上昇率が高く、欧州、英国、中国の
上昇率は低い。一方ロシアはさら
に悪化。 
出展： Markit1（2021年 8月 15日） 



【仮訳】 
＊ あくまでも筆者作成の仮訳であり、 
翻訳の正確性や内容には一切の責任を負いません。 

 
 2021 年 7 月のサービス業 PMI は 55.7 とさらに
上昇、サービス活動のさらなる拡大を示した。新規事
業、ビジネス活動、業務滞留、事業活動への期待の数
値の上昇による。 
 新規事業は 2021 年 6 月に比べ増加し、金融サー
ビス、保険業、運輸業、通信業、不動産業の各サブセ
クターで改善が見られた。 
 2021 年 7月は移動制限の緩和に伴い、ほとんどの
サブセクターでビジネス活動が活発化。この結果、金
融業は大幅に改善。運輸業では旅客と貨物の輸送量が
増加、大きく改善。またヘルスケア業、保険業、電気
通信業も改善。一方、卸売・小売業およびその他個人
的活動は、経済活動の緩やかな正常化に伴ったビジネ
ス活動の再開や需要の回復により好調に推移。 
 雇用は、退職者や辞職者が採用者数を上回り、引き
続き緩やかではあるが下落。 
 2021 年 7月の業務滞留は緩やかながら増加。 
 

指標 6 月 7 月 +/- 概要 

PMI 51.3 55.7 - 大幅に上昇 

PMI サブ指標 

新規ビジネス 49.0 58.6 - 下落から上昇 

ビジネス活動 49.0 63.5 - 下落から上昇 

雇用 46.1 49.0 - 緩やかに下落 

業務滞留 54.2 53.2 - 緩やかに上昇 

事業活動への期待 58.3 54.5 - 緩やかに上昇 

 
 今後 3か月間の事業活動への期待は、経済活動の緩やかな正常化に伴い、引き続き上昇。
しかし回答者の一部は、コロナウィルス感染第三波の急速な拡大、輸入規制、信用状開設
の遅れ、投入コストの上昇などにより、かなり悲観的な見通しを持つ。 
 
 

世界概況：サービス業 PMI 
 2021 年 7 月の世界のサービス
業PMI は、前月の57.5 から 56.3
に低下したが、世界のサービス活
動のさらなる拡大を示した。 
 2021 年 7 月のサービス業 PMI
は、米国、中国、英国は前月比で拡
大したが、インドと日本が悪化。 
出展： Markit1（2021年 8月 13日） 


